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図4．str領域の構造およびEMSAの結果。灰色矢印は20bpの
逆向き反復配列，白色矢印は33bpの逆向き反復配列とそれに
類維持した配列を指す。
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図5．チロシン型部位特異的組換え酵素が関与する解
離系の解離部位およびdJが部位におけるシス因子の相
対的位置関係。相互作用するタンパク質の名称を領域
の下に示した。TnpSは推定。
論文審査結果の要旨
論文審査結果の要旨　近年の細菌ゲノム解読研究は、従来推定されていた以上に頻繁な可動遺伝因子と細菌
染色体の融合と欠矢の過程が存在することを示唆し、細菌ゲノム構造は一定ではなく流動的であるとする概
念が確立され始めた。しかし、その実態の解明は重要な課題として残されている。本研究は、環境細菌が保
有するトルエン分解酵素（知り遺伝子の動的挙動に着目し、細菌ゲノムの流動性がいかなる分子機構に支配
されているのか明らかにすることを目的とした。PseuゐmonasputiゐMT53が保有するプラスミドpww53
は、多様な可動領域を持つことや再編成を起こす可能性が示されてきたが、塩基配列情報の不足からこれら
の実態は不明であった。本研究では、ゲノム解読と分子遺伝学的実験を併用して、このpWW53の可動領域
の多棟性と構造的動態を支配する分子機構が解明された。pWW53（107，929bp）の全塩基配列の解読とその情
報解析から、pWW53が、IncP－7群プラスミドに保存された23kbの領域、サl遺伝子群を含む62kbのⅠⅠ型ト
ランスポゾン領域Tn4660、および20kbの挿入領域から構成されていることが見出された。一方で、実験解
析から、pWW53上の2領域がサJ遺伝子を担うトランスポゾンとして転移能を持つことが示された。その1
つは、両端にTn4658（5．6kb）およびTn4660を持つ複合型II型トランスポゾンTn4657（86kb）で、pWW53
の複製・分配に関与する遺伝子領域を包含していた。もう1つは、37kbのII型トランスポゾンTn4656であ
った。Tn4656はpww53上では互いに離れた位置に存在する3．7kbの断片と33kbの断片に分かれて存在し
ていたが、Tn4658TnpRが関与する部位特異的逆位によって2つの断片が連結されることでTn4656が形成さ
れることを示した。これは、T叩R－J閻解離系の、これまでに全く注目されなかった逆位活性が、トランポゾ
ンの多様性獲得に貢献するという重要性のある発見である。以上のpWW53の研究は、プラスミド上におい
てトランスポゾンが領域の統合・シャツフリングを行い、トランスポゾン単位が再構築される過程が実在す
ることを示した最初の例であり、新規性ならびに重要性が極めて高い。ところで、プラスミドpwwO上の
町J遺伝子群はすでにトランスポゾンT4657に担われていることが判明していたが、Tn4がノの転移機構には
宿主因子との相互作用などの点において不明な点が多い。本研究では特に知見の少なかったTn4がノの融合体
解離の解析が行われた。Tn4651の解離部位¢かSite）の変異体を用いた解析によって解離反応に関与するシス
因子が存在する領域が限定され、さらに、StrStie内の交鎖部位とTnpTタンパク質の作用部位が明らかにされ
た。これらの結果は、Tn465ノ特有の解離系と他のトランスポゾンの解離系との、反応機構の原理的な違いを
示唆すると同時に、宿主因子が解離過程に関与することを暗示するものであった。本論文には本研究の向か
うべき道が明確に示されており、今後の解析によって、Tn4657群トランスポゾンと宿主との関わりが解明さ
れると期待できる。また、新規的な構造を持つTnpTタンパク質の生化学的性質の解明は、当該分野のみなら
ず、タンパク質科学分野全体にとって重要な発見をもたらした。
以上の研究内容は、総じてプラスミド並びにトランスポゾンの再編成と進化の機構解明につながる極めて
重要な知見を提供した。これら本研究の成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な研究能
力と学識を有することを明確に示しており、矢野大和氏提出の論文を博士（生命科学）の博士論文とし
て合格と認める。
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